
お 知 ら せ
 平成１３年４⽉１８⽇

海洋科学技術センター

有⼈潜⽔調査船「しんかい２０００」、⽀援⺟船「なつしま」ほかの⼀般 公開について

 海洋科学技術センター（理事⻑ 平野 拓也）は、科学技術週間⾏事の⼀環として、
有⼈潜⽔調査船「しんかい２０００」、⽀援⺟船「なつしま」及び無⼈探査機「ドルフ
ィン-３Ｋ」の⼀般 公開を、下記のとおり実施しますのでお知らせいたします。
 また、本公開では横須賀新港に寄港する⽶国商務省海洋⼤気庁（NOAA）所属 海洋
調査船「Ronald H．Brown」（ロナルドH.ブラウン）もあわせて⼀般公開いたしま
す。

記

１．⽇ 時    平成１３年４⽉２２⽇（⽇）
         午前１０︓００〜午後４︓００
         （乗船受付は、午後３︓３０で終了）

２．場 所    横須賀新港（新港埠頭）（地図参照）

３．⼊場料    無料

４．その他    当⽇は駐⾞場がありませんので、⾞でのご来場はご遠慮下さい。

 

           問い合わせ先
           海洋科学技術センター
            総務部普及・広報課 志村、⽉岡、⼩柳津
             電話 ０４６８６７３８０６
            企画部国際課 ⽥代
             電話 ０４６８６７３４９４







海洋調査船「Ronald H. Brown」の概要

 

所属︓⽶国商務省海洋⼤気庁（NOAA）＊1

全⻑︓83.5m（274feet） 全幅︓16.0m（52.5feet） 喫⽔︓5.8m（19.0feet）
総トン数︓3,180トン コールサイン︓WTEC 
乗組員︓⼠官6名、部員／研究者53名（計59名）
備考︓1997年完成の最新鋭海洋調査船です。

主要⽬ ｜ 側⾯ 図等

 本船は、⻄太平洋アジア域のエアロゾル観測（ACE-Asia＊2）を終え、研究者の交代
及び補給のために寄港します。⽇本への寄港は、初めてになります。

 この航海には当センター研究者は乗船していないものの、⽇本⼈研究者が乗船してい
ます。
 ３⽉１４⽇にパールハーバー（ハワイ）を出航し、移動観測局として航空機と連携し
て北太平洋でのエアロゾル特性の時間的、空間的変化を観測しています。



 この観測の後、４⽉２０⽇に横須賀新港へ寄港します。４⽉２７⽇にはダッチハーバ
ー（アラスカ）へ向け横須賀新港を出航します。

 なお、今年５⽉には、当センター海洋地球研究船「みらい」においても「ACE-Asia」
に係わるエアロゾルの観測が実施される予定です。

1︓海洋⼤気庁 NOAA（National Oceanic Atmospheric Administration）は、⽶
国の商務省傘下の機関です。

  ⽇本における⽔産庁、気象庁、そして当センターが⾏っている業務を担当し て
いる国の機関です。

2︓ACE（Aerosol Characterization Experiments︓エアロゾル特性観測計画）
は、⼤気エアロゾル粒⼦が地球の気候システムに与えている影響の理解を深める
ことを⽬的としています。

  ACE-AsiaはInternational Geosphere Biosphere Program（IGBP︓地球圏_
⽣物 圏国際共同研究計画）の中⼼となるプロジェクトの⼀つであるInternational
Global Atmospheric Chemistry Program（IGAC︓地球⼤気化学国際共同研究計
画）による第4弾⽬のプロジェクトです。








